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福井地震発生後 1 , 2 年の間にいくつかの調査報告や震災誌が公刊されている。最近の地震研究にお
いてもこれらの公刊資料を参考にしたり，引用したりして必ず福井地震に触れている。本年 (1995 年)













福井地震は，マクゃニチュード(リヒタースケール)で 7.1 (当初は 7.3 とされていた)，最大震度が，当
時の震度階で VI(烈震)であった。福井地震の経験から震度四(激震)が設定され，福井地震の最大震度
は刊に対応する。被害範囲は比較的狭く，震源を含んで、， 10 km (東西) x 20 km (南北)ないし 10 km(東
西) x 45 km (南北) (2 , 14) であった。家屋倒壊率 90%以上の地域は東西約 5 km ，南北 20 km である (35) 。
震源の震央位置と深度については表 1 に示すように一致をみていない。資料に記された震央位置は
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出典 ヰじ 緯 東 経 深 度
(2) 36007' 136015' 
(6) 36007' 136015' 15 km 
(8) 36006' 136015' 
(9) 36009' 136014' 10 数回以浅
(10) 36008.6' 136017.2' 14 km 
(13) 36008' 136016.8' 30 km 
(14) 36008' 136017' 33 km 
(27) 36010' 136012' o (ごく浅い)
東経と北緯で記述されているが，それを地図上にプロットしたものが図 1 である。報告された震央位
置は最大で約 8 km 離れている。筆者は地震学については詳しくないので，震央位置の決定に関して論
評できない。震央位置が確定しないことは現在でも地元で物議を醸しだしている(福井新聞 95. 1. 7) 。
福井地震は単発の地震ではなく，数秒の間隔をおいて 2 (35) ないし 3 回 (2 ， 11) の大規模な地震が起こ
ったとされている。このことも震源位置の確定を困難にしているのであろう。震源深度についても大
きく異なる値が報告され，評価に苦慮する。福井地震の余震分布 (2 ， 13) は地下 15 km 以浅に起こってい
ることを参考にすると，地下 10 数km の所に震源があった可能性も否定できない。なお，阪神大震災の
震源深度は 17.73 km である (36) 。福井地震の本震と余震では押し引き配置が異なっている (16) 。福井
地震に伴う地震波の記録は (2) と (13) に収録きれている。









では，断層の一部にあたるものとして，異なる 3 本の記述がある。地理調査所時報 (3) は， 2 本の断層
がほぽ平行に地下に存在しているとしている。新編「日本の活断層分布図J (28) ではその 2 本の断層
が動いたと図示している。東側の断層は，丸岡町直下を通り，ほぽ南北に延ぴる細目木断層，篠岡断
層，松岡断層と完全に連続している (28) 。日本学術会議による水準測量や地割れ調査により，図 1 に
示すような位置に断層位置が特定されている (11 ， 13) 。垂直変位量の最大値(隆起最大値一沈降最大
値)は 134 cm である (11) 。水平変位量は 205 cm である (11 ， 13 , 35) 。同じ性格の変位が本震後数カ月引
き続いた (12)0 GHQ(連合国総司令部)の自然災害 (Geology)報告 (7) では，明瞭な地表地震断層は現れ
なかったとし，水準測量データと小断層(地割れ)の並びから断層位置を示しているが，それは学術会






福井地震の断層面のサイズは 30 krn X 13 krn とされており (33) ，地表での長さは 27 krn とされている
(28) 。断層面は東に 800ほど傾斜しているらしい (22) 。その一方で、，最近地下の地震断層を捜しても「想
定きれている位置には福井地震断層はない」とも言われている(福井新聞 95. 1. 7) 。
3. 福井地震と広域的な地震活動との関係
福井烈震誌、 (22) には西暦 748 年(天平 20 年)以後福井県に関係する地震約 70 が記述されているの
で，福井地域は，地震学上安全な地域であるとはいえないとしても，福井地震が発生するまでは，比
較的地震活動が少ない地域であった (2 ， 9 ， 10 ， 11 ， 13) 。日本被害地震総覧 (35) によれば，福井地震以
後 2 回の被害地震が福井地震地域で発生している。 1952 年 3 月 7 日には大聖寺沖地震(M=6.5) が起
こり， 1978 年 4 月 3 日には福井県庁の壁が落下する地震(M=4.7) が福井市付近で発生した。過去の被
害地震 (35) の地震データを表 2 に示す。これらの震央の分布を図 2 に示す。それらは福井市から金沢





。 5 km 
生一山 図 1 :福井地震の推定震央
と推定地震断層の位置。
GHQ 連合国総司令部の
報告書 (7 ， 8) による地震断
層位置。調査研究特別委員








番号 発生年月日 東経 北緯 マグニチュード
A 1978.4.3 13601' 36002' 4.7 
B 1952.3.7 136012' 36029' 6.5 
C 1948.6.28 福井地震(表 1 参照)
D 1930.10.17 136021' 36018' 5.3 
E 1900.3.22 136012' 35048' 5.8 
F 1815.3.1 136030' 36024' 6 
G 1799.6.29 136048' 36048' 6 
H 1725.6.17 136024' 36024' 6 
I 1691 136018' 36018' 
1640.11.23 136012' 36018' 6.5 




とを最初に指摘したのは，那須信治 (11) である。 1978 年に刊行された福井烈震誌 (22) では，本州横断
地震(福井一温見一根尾谷断層系)の役割を重要視している。現今の多くの活断層研究ではこの立場を









な相対的な変位は， 1) 東側が上昇， 2) 東側が北に移動， として説明される。丸岡町東の越前中央山地
は地層面がほぼ水平な中新世の安山岩や堆積岩から構成されているが，福井平野に接するところで急





福井地震に伴う家屋倒壊率分布 (2 ， 6 ， 7 ， 9 ， 10 ， 11) は丹生山地，福井平野，越前中央山地という地形


































一方で、は 0% の被害率であったという事実はこのような地質条件を反映しているのであろう (22) 。
5. 軟弱地質と地震動
福井平野は全国有数の米作地域であり，水田は湿地帯に作られるのが普通で、ある。地震が発生した
6 月 28 日にはまだ水田には水がはられている時期でもある。簡単に言えば，福井平野表層部の土壌は
水に飽和していた (2) 。このことが被害を一層大きくしたのであろう。実際，地震直後大地が波打って
押し寄せてきたという証言 (11) や多数発生した土砂の液状化による噴砂 (10 ， 11) もこのことを裏付け
る。井戸からの噴砂は数多く報告されている (22) 。噴砂は旧河川の水路と密接に関係している (17) 。
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場所によっては地震発生から 2 ， 3 日後まで噴砂が，また， 1 週間以上にわたり井戸からの地下水の噴
出が続いたという証言もある (10 ， 22) 。また，福井平野北部の芦原温泉では，温泉湧出が停止したり，
冷温化したりした (22) 。福井平野の海岸部に分布する三里浜砂丘でも噴砂があったり，墓石等が砂の
中にめりこんだりした (22) 。地割れに挟まれて圧死する人もいた (11) 。記述によれば (10) ， I田の草取











当りの被害率は史上第 1 位であった (22) 。福井震災の被害の統計的集計は，出典によりかなり異なっ
ている(表 3 )。死者数(行方不明を含む)は最多で 5 ， 547 人，最少で， 3 ， 579 人である。県内の市町村誌
(史)でも，採用する出典により，異なる数値を用いている。これについて現在確定するのはたいへん
困難で、ある。国家警察本部の集計では， 3 ， 579 人(福井県と石川県での死者の総数)である (10) 。また，
公的機関として福井県が発表した数値では，福井県内だけで死者数が 3.858 人となっている。これに
従えば，石川県下での死者数の数 10 人を加えると， 3 ， 900 人程度が最も有りそうな数値であろう。福













しばしばある。福井地震の際も火災が発生し，死者の過半は焼死とみられている (27， 35) 。福井地震
に先立つ 1 カ月以上の間，福井地域ではほとんど降雨を見ず，火災警報が発令されていた(福井新聞
95. 1. 8)。このようなフェーン現象状態に加えて，昭和 23 年は戦後間もなく，福井地域にはバラ ッ ク
建築が多かったこと (6) が被害を拡大した。金沢逓信局の震災報告 (9) には福井地震に伴う火災被害状
況が表示されている。それによると，福井市内では出火件数が 24 件あり， 320 戸に対して 1 件の火災
が発生した。そして，出火 1 に対して約 100 戸が類焼，焼失した。この数字は人口が密集する程悪化






出典 死者 負傷者 全壊家屋 半壊家屋 焼失家屋 備 考
(2) , (35) 3 ,769 22 ,203 36 ,184 11 ,816 3 ,851 
(6) 3 ,858 21 ,790 33 ,482 8 ,471 4 ,168 福井県内のみ
(8) 5 ,268 10 ,194 35 ,437 5 ,881 3 ,931 非住家の全壊 14 ， 962
(9) 4 ,078 22 ,234 35 ,437 11 ,448 3 ,960 
(10) , (14) 5 ,547 20 ,024 33 ,943 10 ,092 8 ,780 国家警察本部による
(10) 5 ,172 16 ,375 35 ,420 11 ,449 3 ,960 
(13) 3,579 16 ,293 35 ,188 11 ,530 3 ,722 
(19) 3 ,895 16 ,375 35 ,420 11 ,449 3.960 
(22) 3 ,579 16 ,293 35 ,188 11 ,530 3 ,722 国家警察本部による
(27) 3 ,579 16 ,293 35 ,188 11 ,530 3 ,722 
A 3 ,769 48 ,000 3 ,800 
B 3 ,846 21 ,791 33 ,482 12 ,633 福井県内のみ?
(36) 5 , 415 34 ,505 82 ,093 68 ,045 7 ,456 3 月 15 日現在
(26) 1 ,862 17 ,554 34 ,060 15 ,469 10 ,734 福井県内のみ
(死者には行方不明を含む。家屋とは住家に限る)
(26) :福井県による福井県内の地震被害予測 (1989 年)
全壊には木造の大破と非木造の全壊と大破，半壊には木造の中破と非木造の中破，小破を
含む。
(36) :兵庫県南部地震による被害。焼失家屋には半焼も含む。データの一部は 2 月 6 日現在
A: 読売新聞 1995 年 2 月 1 日， B 福井新聞 1995 年 1 月 6 日
福井地震により九頭竜.JlI水系(九頭竜) 11 ・日野川・足羽川など)の堤防が痛めつけられて，その修理
が終了しない 7 月 23 日から 25 日にかけて記録的降悶があった。 3 日間に九頭竜川の上流の大野付近
で 351 mm の雨量を記録した (6 ， 14) 。そのため，九頭竜川水系のいたるところで堤防の決壊等が発生し
た。九頭竜) 11 水系でPの決壊箇所は 113 ケ所である (6) 。福井市北部の灯明寺地区では，堤防が 280(14) 
ないし 370 m (6) に渡り決壊した。これにより，場所によっては 2.4 m (8 尺)の洪水が福井市を襲った。
不幸にも，地震被害がひどかった地域が水害に見舞われた。
この水災により，死亡者+行方不明 5 名(最新の福井県史 (29) では死者 4 名)，負傷者 151 名，流失
家屋 933 戸，全壊家屋 65 戸，浸水家屋 27 ， 000 戸，道路被害 233 ケ所 (27 ， 257 m) ，河川被害 294 ケ所












福井大震災調査報告 (10) には，次のような記述がある r損害は，当局発表によれば福井県 3 ， 000 億，
石川県 50 億円と称されたが，…，福井県の被害は石川の約 10 倍程度と言われていた。…これに失わ
れた人命を考えるとき，…防災と言つことが如何に重要な課題であるかを痛感する」。一方，福井震災
誌(6) によれば，被害額は農林関係で 117 億 7 千万円，土木関係で 18 億 2 千万円，商業関係で 12 億 7
千万円，である。鉄道，通信関係や生産業については金額表示がない。金額記述がないものや少額の
ものを加えると，震災被害は総額で 200 億円程になろっかと思われる。福井県は復旧費として 213 億
円が必要で、あると集計した(福井新聞 48.7.11) ただし，これらの数字については個人所有財産被害
の扱いがどのようになっているかはっきりしない。水災については林業関係の被害額が 4 億 7 千万円
と明示きれている。名古屋鉄道局 (15) は管内の被害総額を 6 億円と見積もった。
この甚大な被害に対する復旧予算要求として，福井県の土木関係の応急復旧に約 1 億円，本復旧に
14 億 5 千万円，石川県では応急復旧に 7 千万円，本復旧に 8 千万円が必要と見積もられていた。北陸
震災調査特別委員会(14) によれば，災害土木費として査定を受け，配分された復旧費は福井県の震災
に対して 44 億円，水災に対して 13 億 7 千万円である。石川県における震災に対して 3 億 1 千万円で
ある。これ以外に県費を流用し，一部地元請負の立替などがある。
これらの金額を評価するのに 1948 年や 49 年噴の物価や給与水準，あるいは国民総生産額を知る必
要がある。物価変動が激しい時期でもあり，比較する時期と基準とする金額によって評価額が大きく
異なる。福井市の記録によれば，震災失業者は福井市内で 11 ， 300 人にのぼる (22) 。震災失業者には，
失業保険手当(在職中の月収の 6 割)が支給され，最高で月 150 円，平均 50-60 円であった (22) 。名古
屋鉄道局の震災誌(15) には，共済組合給付金給与 1 カ月分とか 2 カ月分という記述があり，計算する
と，一人当たりの平均給与(月額)が約 2 ， 500 円となる。また， 1948 年度の国民総生産額は 2 兆 7 千億
円であった (18)0 1989 年度の国内総支出額(おおよそ国民総生産額)は 464 兆円である (37) ので， 1948
年当時の約 172 倍になっている。雇用者の年間所得では， 1948 年が 10 ， 345 円 (18) であるのに対して，
1989 年では 214 万円であり (37) ，福井震災当時の 207 倍となっている。これらの数字から福井震災，
水災の被害額を推し量っていただきたい。なお，阪神大震災による被害総額は平成 7 年 3 月 8 日現在
で，約 10 兆円と見積もられている (36) 。
当然，大災害には義援金が集まってくる。福井大震災の場合，全国から福井県に対して， 1 億 5 ， 813
万円が義援金として提供きれた (6) 。これには，政府や他の都道府県など公共団体からの義援金も含ま
れるが，義援物品は含まれない。義援金は生活困窮者に 7 ， 000 円，全焼者には 5 ， 800 円，家屋全壊者
には 2 ， 000 円，半壊者には 300 円ずつ配布された。福井市には 1949 年 4 月 8 日現在で， 1 ， 347 万円の
義援金があり，死亡者 1 人につき 1.000 円の配布等があった (22) 。
III. 復旧と教訓i
1.復旧経過
震災直後から復旧に向かう経過は (6) と (22) に詳しい。震災直後に福井県の救援本部から全国に向け
て，“福井市，地震にて全滅す，救援を乞う"とラジオ放送を通じて懇請した (6) 。この時点では，ま
だ惨状の全体像は不明で、あった。地震発生翌日の福井新聞には，死者約 30 名，負傷者 65 名，建物の





施行 (1947 年 10 月 18 日)に伴い，条例の整備や 1947 年 12 月 24 日には災害救助隊の設置規程が施行
-78-
資料に見る福井大震災の概要
される (29) など事前準備が進んで、いた。そのため，復旧は著しく迅速に行われ，福井新聞は 1 月 6 日






福井県では， 7 月 9 日には，義援金から家屋焼出者と死者に 1 ， 000 円を配分した。金沢逓信局は，震
災復興の目処がつくところまできたので， 7 月 9 日には，現地復興対策本部を解消した(福井新聞 48.
7.10) 。震災の翌々日には，焼け跡にバラックが建ち，果物や雑貨品が売られていた (6) 。福井新聞 7




北陸線は全線開通した(名古屋鉄道局 (15) によれば， 7 月 1 日となっている。パスによる代行部分があ
った)。京福鉄道は 11 月 22 日に回復した。震災 35 日後には，福井市内の建築物は被災家屋 15 ， 000 戸
の内 70.7% が復興し，翌年 3 月 10 日には 87.6% が復興した(本建築，バラック建築，修繕を含む)。
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